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生
ま
れ
変
わ
る

出
来
事

　
　

宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会　

評
議
員

　
　

（
宮
崎
県
俳
句
協
会
副
会
長
・
事
務
局
長
）

田
上　
比
呂
美

十
四
年
前
の
十
一
月
か
ら
一
か
月
余
り
豪
州
へ
滞
在
し
た
こ
と
が

あ
る
。
旅
行
だ
と
嬉
し
い
の
だ
が
、
ワ
ー
ホ
リ
で
豪
州
に
い
た
次
男

が
事
故
を
お
こ
し
日
本
大
使
館
か
ら
す
ぐ
来
る
よ
う
に
と
連
絡
を
受

け
た
か
ら
だ
っ
た
。
慌
た
だ
し
く
渡
豪
し
、
病
院
併
設
の
レ
ジ
デ
ン

ス
か
ら
次
男
の
病
室
へ
行
っ
た
り
来
た
り
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

車
を
買
っ
て
ほ
ど
な
く
、
シ
ド
ニ
ー
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ウ
ロ

ン
ゴ
ン
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
の
農
場
へ
移
動
す
る
時
の
事
故
だ
っ

た
。
八
時
間
ほ
ど
運
転
し
て
い
て
、
た
ぶ
ん
居
眠
り
で
ブ
ッ
シ

ュ
に
突
っ
込
ん
だ
自
損
事
故
。
そ
こ
は
事
故
多
発
地
点
で
今
ま

で
生
き
て
戻
っ
た
人
は
い
な
い
と
の
こ
と
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
中
か

ら
這
い
出
て
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
歩
き
、
力
尽
き
て
横
た
わ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
非
番
の
お
巡
り
さ
ん
に
見
つ
け
て
も
ら
い
病
院
へ
。

そ
こ
で
は
手
に
負
え
な
く
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の

病
院
へ
。
脳
挫
傷
、
肺
挫
傷
、
右
顔
面
の
細
か
い
骨
折
、
右
の

肋
骨
骨
折
等
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
首
都
だ
け
れ
ど
何
も
な
い
所
。

国
立
の
行
政
機
関
や
大
使
館
な
ど
は
あ
る
が
。
し
か
し
カ
ン
ガ

ル
ー
は
い
た
。
白
黒
の
可
愛
い
声
の
鴉
と
野
生
の
う
る
さ
い
オ

ウ
ム
に
癒
さ
れ
る
日
々
だ
っ
た
。

頭
と
肺
に
ド
レ
ー
ン
を
入
れ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
い
た
息
子
は
、
驚
く

ほ
ど
回
復
が
早
く
二
週
間
で
退
院
。
そ
れ
で
も
後
の
検
査
の
為

に
そ
れ
か
ら
一
週
間
レ
ジ
デ
ン
ス
に
居
た
。
飛
行
機
に
乗
れ
る

許
可
が
下
り
て
か
ら
は
事
故
処
理
と
荷
物
取
り
の
為
に
二
泊
三
日
の

バ
ス
の
旅
。
最
後
は
拠
点
に
し
て
い
た
ウ
ロ
ン
ゴ
ン
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
に
戻
り
十
日
ほ
ど
を
過
ご
し
た
。

一
か
月
余
り
の
目
ま
ぐ
る
し
い
ほ
ど
の
出
来
事
で
私
の
考
え
は
大

き
く
変
わ
っ
た
。
宮
崎
人
に
似
た
豪
州
人
の
優
し
さ
、
大
使
館
、
領

事
館
の
人
た
ち
の
手
厚
い
ケ
ア
、
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繫
が
っ
た
全
国

の
俳
句
仲
間
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
。
そ
し
て
お
巡
り
さ
ん
に
「
ラ

ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
」
と
ハ
グ
さ
れ
た
次
男
の
奇
跡
的
な
生
還
。
生
き
て

い
る
だ
け
で
い
い
。
些
細
な
こ
と
に
拘
ら
ず
、
人
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
経
験
。
で
も
、
休
み
の
度
に
サ
ー
フ
ィ

ン
に
出
か
け
る
次
男
へ
の
懸
念
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。
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○
募
集
結
果

今
年
度
の
「
み
や
ざ
き
文
学
賞
」
の
応
募

総
数
は
、
五
七
四
点
で
、
昨
年
度
よ
り
四
二

点
減
少
し
過
去
最
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
主
婦
や
無
職
の
方
、

大
学
生
・
高
校
生
か
ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
大
学
生
・
高
校
生
に
つ
い

て
は
、
本
県
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た

令
和
三
年
度
と
比
べ
る
と
大
き
く
そ
の
数
が

減
少
し
て
お
り
、
近
年
の
減
少
傾
向
の
要
因

の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
募
集
部
門

小
説
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

○
作
品
の
募
集

八
月
一
日
か
ら
九
月
六
日
ま
で
を
作
品
受

付
期
間
と
し
、
六
月
下
旬
か
ら
県
・
市
町

村
・
各
学
校
・
報
道
機
関
等
に
募
集
要
項
を

発
送
・
広
報
し
た
ほ
か
、
主
催
者
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。

○
応
募
の
状
況

小
説　
　

五
〇
点

随
筆　

一
五
一
点

詩　
　
　

九
一
点

短
歌　

一
一
八
点

俳
句　

一
一
七
点

川
柳　
　

四
七
点

○
入
賞
・
入
選
者
発
表

一
一
月
八
日
（
金
）
に
入
賞
・
入
選
者 

を
発
表
し
ま
し
た
。

○
表
彰
式
及
び
懇
談
会

令
和
七
年
二
月
一
八
日
（
火
）
午
後
一
時

三
〇
分
か
ら
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

入
賞
・
入
選
者
を
は
じ
め
、
関
係
者
を
招
い

て
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
入
賞
者
に
は

公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
か
ら

賞
状
・
賞
金
（
目
録
）
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
後
、

部
門
ご
と
に
入
選
・
入
賞
者
と
審
査
委
員
、

運
営
委
員
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
作
品
集

入
賞
・
入
選
作
品
を
顕
彰
す
る
た
め
、
作

品
集
「
２
０
２
４　

み
や
ざ
き
の
文
学
『
第

二
十
七
回
み
や
ざ
き
文
学
賞
』
作
品
集
」
を

令
和
七
年
二
月
に
刊
行
し
、
入
賞
・
入
選
者
、

関
係
機
関
等
に
頒
布
し
ま
し
た
。
ま
た
蔦
屋

書
店
高
千
穂
通
店
、
田
中
書
店
（
宮
崎
市
）

に
て
一
五
〇
〇
円
（
本
体
価
格
）
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

※�
作
品
集
を
購
入
ご
希
望
の
方
は
宮
崎
県
芸
術
文
化

協
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
入
賞
・
入
選
者

【
小　
説
】

一
席　

杉
尾　

周
美�

宮
崎
市

「
白
衣
と
敬
礼
」

二
席　

有
賀　

真
一　

Ｐ�

宮
崎
市

「
冬
苺
」

三
席　

蛯
原　

拓
也�
日
南
市

「
無
垢
を
見
上
げ
る
」

佳
作　

ふ
か
み
る
い　

Ｐ�
宮
崎
市

「
カ
ラ
ス
の
鳴
い
た
日
」

佳
作　

鳥
海　

美
幸�

都
城
市

「
ツ
ユ
ク
サ
」	

　

佳
作　

野
々
上
万
里�

延
岡
市

「
ハ
ピ
パ
ピ
」

佳
作　

水
上　

夏
貴　

Ｐ�

宮
崎
市

「『
す
べ
て
の
花
は
花
だ
か
ら
』」

佳
作　

図
師　

幸
村　

Ｐ�

日
南
市

「
片
割
れ
」

【
随　
筆
】

一
席　

下
野　

昌
代�

都
城
市

「
夫
は
帰
っ
て
く
る
」

二
席　

有
賀　

真
一　

Ｐ�

宮
崎
市

「
崎
戸
の
春
に
」

三
席　

入
谷　

美
樹�

宮
崎
市

「
闘
う
女
た
ち
」

佳
作　

内
窪　

敬
子�

え
び
の
市

「
お
裾
分
け
で
す
」

佳
作　

明
利
三
枝
子�

都
城
市

「
編
む
と
は
」

佳
作　

甲
斐　

清
子�

宮
崎
市

「
怪
我
の
功
名
？
」

佳
作　

太
田　

悠
貴

�

宮
崎
大
宮
高
等
学
校

「
幸
せ
で
あ
る
こ
と
」

佳
作　

長
田
悠
華
子

�

宮
崎
学
園
高
等
学
校

�「
い
つ
か
来
る
そ
の
日
の
た
め
に
」

【
詩
】一席　

千
葉　

ま
ほ　

Ｐ�

延
岡
市

「
ぶ
ど
う
の
実
」

二
席　

多
田
ゆ
か
理　

Ｐ�

宮
崎
市

「
寄
港
地
」

三
席　

甲
斐　

清
子�

宮
崎
市

「
終
い
の
着
物
」

佳
作　

と
み
な
が
秀
則　

Ｐ�

宮
崎
市

「
湖
水
の
花
」

佳
作　

長
友　

聖
次�

宮
崎
市

「
傷
心
」

佳
作　

金
谷　

美
宙　

Ｐ�

日
向
市

「
烏
」

佳
作　

加
澄
ひ
ろ
し　

Ｐ�

宮
崎
市

「
風
の
町
」

佳
作　

小
玉　
　

隆�

本
庄
高
等
学
校

「
花
火
は
死
ん
で
」

【
短　
歌
】

一
席　

片
山
佳
代
子�

宮
崎
市

「
真
ん
中
は
こ
こ
」

二
席　

喜
田
久
美
子�

宮
崎
市

「
母
」

三
席　

早
日　

早
貴�

国
富
町

「
還
暦
の
母
」

佳
作　

今
村　

文
香�

宮
崎
市

「
お
っ
ぱ
い
く
ん
」

佳
作　

稲
用　

博
美�

国
富
町

「
風
の
色
」

佳
作　

甲
斐　

一
成�

宮
崎
市

「
明
日
は
晴
れ
ま
す
よ
う
に
」

佳
作　

土
井　
　

健�

都
城
市

「
盆
帰
り
」

佳
作　

田
中　

成
尚�

宮
崎
市

「
８
年
後
」

【
俳　
句
】

一
席　

野
田　

一
穂�

延
岡
市

「
ミ
ュ
ー
ズ
」

二
席　

岩
切　

恵
子�

宮
崎
市

「
サ
ー
カ
ス　

サ
ー
カ
ス
」

三
席　

吉
野　

松
子�

国
富
町

「
裏
庭
」

佳
作　

上
山　

育
美�

延
岡
市

「
涼
風
」

佳
作　

山
田　

裕
章　

Ｐ�

日
南
市

「
時
雨
」

佳
作　

森
山　

淳
子�

延
岡
市

「
三
角
波
」

佳
作　

森
山　

榮
子　

Ｐ�

延
岡
市

「
壺
に
耳
」

佳
作　

齊
藤　
　

豊�

宮
崎
市

「
故
郷
」

【
川　
柳
】

一
席　

植
田
の
り
と
し　

Ｐ�

宮
崎
市

「
老
い
て
な
お
」

二
席　

中
島　

艇
祐�

延
岡
市

「
２
０
２
４　

夏　

思
い
」

三
席　

金
山　

二
子　

Ｐ�

宮
崎
市

「
道
」

佳
作　

荘
子　
　

隆�

宮
崎
市

「
能
登
復
興
」

佳
作　

長
友　

聖
次�

宮
崎
市

「
漂
流
す
る
方
舟
」

佳
作　

河
野　
　

正�

延
岡
市

「
消
え
る
」

令
和
六
年
度
県
民
芸
術
祭
　
第
二
七
回 

み
や
ざ
き
文
学
賞
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佳
作　

桜
木　

え
り　

Ｐ�

宮
崎
市

「
星
空
の
ロ
マ
ン
」

佳
作　

森
山　

淳
子�

延
岡
市

「
多
作
多
捨
」

※
佳
作
は
受
付
順

※
Ｐ
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
略

○
小
説　�

主
題
と
し
て
は
感
動
モ
ノ
も
多
く
あ
っ
た

が
、
文
章
の
稚
拙
さ
が
マ
イ
ナ
ス
点
と
な
っ

た
作
品
が
多
く
あ
っ
た
。
文
章
作
法
（
改
行

な
ど
）
の
修
練
が
望
ま
れ
る
作
品
が
多
く
あ

っ
て
残
念
で
あ
っ
た
。

何
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
ま
と
ま
り
の
な
い
作
品
も
あ
っ
た
。

昨
年
度
と
比
較
し
て
「
こ
れ
は
い
い
」
と

思
う
こ
と
の
で
き
る
作
品
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。
昨
年
度
よ
り
九
編
多
い
応
募
者
数

と
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し
く
思
う
。

一
席
「
白
衣
と
敬
礼
」
に
つ
い
て

昭
和
一
八
年
の
工
科
学
校
の
学
生
時
の
体

験
～
午
前
中
は
座
学
だ
が
午
後
は
軍
の
下
請

け
工
場
の
よ
う
な
学
校
で
あ
っ
た
が
、
当
時

の
恩
師
の
一
人
が
「
木
炭
ガ
ス
発
生
器
」
の

講
義
を
さ
れ
た
。
戦
後
、
そ
の
先
生
の
講
義

を
老
人
大
学
で
受
講
し
、
環
境
問
題
の
先
駆

け
の
よ
う
な
立
派
な
授
業
で
あ
る
こ
と
を
知

る
。
折
か
ら
、
京
都
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
の
国
際
会

議
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
設
定
。
現
時
点

で
、
過
去
の
戦
時
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た

視
点
が
評
価
さ
れ
た
。

戦
時
中
の
記
述
が
丁
寧
で
、
わ
か
り
や
す

く
、
読
者
に
伝
わ
り
や
す
い
。「
私
」
の
眼

を
通
し
た
山
根
先
生
の
生
き
る
姿
に
感
動
が

あ
る
。

○
随
筆　�

高
校
生
、
大
学
生
の
作
品
が
全
体
の
四

六
・
四
%
を
占
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
若
い

世
代
が
何
を
考
え
て
生
き
、
将
来
ど
う
生
き

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

一
方
、
二
〇
代
、
三
〇
代
、
四
〇
代
の
い
わ

ゆ
る
働
く
世
代
の
応
募
が
少
な
く
、
全
体
と

し
て
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。

随
筆
に
関
し
て
は
、
一
〇
代
の
応
募
は
多

か
っ
た
が
、
も
っ
と
学
校
で
奨
励
し
て
ほ
し

い
。一

席
「
夫
は
帰
っ
て
く
る
」
に
つ
い
て

長
い
結
婚
生
活
の
中
で
二
度
の
離
婚
の
危

機
を
乗
り
越
え
て
き
た
高
齢
夫
婦
の
物
語
で

あ
る
。
病
弱
で
入
退
院
を
繰
り
返
す
夫
に
作

者
は
疲
れ
果
て
る
が
見
捨
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
献
身
的
に
支
え
続
け
た
結
果
、
よ
う

や
く
夫
の
心
の
中
に
妻
と
し
て
の
存
在
感
が

定
着
す
る
。
感
情
の
起
伏
を
素
直
に
さ
ら
け

出
し
、
高
齢
夫
婦
の
距
離
感
を
う
ま
く
書
い

て
い
る
。

共
働
き
で
働
き
続
け
て
定
年
退
職
し
た
高

齢
夫
婦
の
距
離
感
を
今
ま
で
に
瀕
し
た
離
婚

の
危
機
、
入
院
・
介
護
を
経
験
す
る
中
で
の

心
身
の
動
揺
・
爆
発
等
を
正
直
に
書
き
表
し

て
い
て
読
む
者
の
心
に
迫
っ
て
き
た
。

○
詩　�全体

を
通
し
て
作
品
が
長
か
っ
た
。
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
切
り
詰
め
て
ほ
し
い
。

一
般
・
学
生
と
も
に
応
募
者
が
減
っ
て
お

り
、
作
品
数
が
前
年
に
比
べ
少
な
い
の
で
、

Ｐ
Ｒ
や
告
知
を
さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
。
潜

在
的
な
書
き
手
は
ま
だ
い
る
と
思
う
。

現
代
の
詩
に
対
す
る
理
解
・
関
心
が
不
十

分
で
あ
る
。

一
席
「
ぶ
ど
う
の
実
」
に
つ
い
て

重
い
テ
ー
マ
に
向
き
合
い
、
剝
い
た
「
ぶ

ど
う
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
気

づ
き
が
新
鮮
で
よ
く
書
け
て
い
る
が
、
少
し

長
い
の
が
難
で
、
も
う
少
し
切
り
詰
め
る
必

要
が
あ
る
。

筆
力
は
十
分
で
あ
る
。
現
代
の
詩
全
体
へ

の
関
心
を
も
っ
と
深
め
て
ほ
し
い
。

○
短
歌　�

昨
年
度
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
散
見

さ
れ
た
。
単
に
日
常
を
捉
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
表
現
力
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

家
族
を
歌
っ
た
連
作
に
印
象
深
い
作
が
多

か
っ
た
。

一
席
「
真
ん
中
は
こ
こ
」
に
つ
い
て

独
自
の
感
性
で
桜
の
開
花
と
散
華
を
歌
っ

て
い
る
。
短
歌
の
伝
統
で
桜
が
歌
わ
れ
て
き

た
が
、
桜
の
花
を
賞
で
る
新
し
い
歌
で
あ
る
。

こ
と
ば
に
工
夫
、
発
見
が
あ
り
、
作
品
全

体
が
新
鮮
で
あ
る
。

○
俳
句　�

明
確
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
も
の
、
四
季

別
、
五
句
を
単
に
並
べ
た
も
の
等
、
様
々
な

作
品
、
高
年
齢
の
人
ら
し
い
作
品
が
多
か
っ

た
。少

し
お
と
な
し
い
句
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
高
齢
と
思
わ
れ
る
方
の
斬
新
な
句
も

あ
っ
た
が
、
も
っ
と
若
々
し
い
、
青
春
性
の

高
い
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作
品
が
ほ
し
い
。

若
い
人
が
若
い
感
覚
で
出
し
て
ほ
し
い
。

一
席
「
ミ
ュ
ー
ズ
」
に
つ
い
て

五
句
全
体
が
若
々
し
く
艶
の
あ
る
句
々
に

惹
か
れ
た
。

恋
や
容
姿
を
詠
ん
で
い
る
が
瑞
々
し
く
感

じ
た
。
何
歳
に
な
っ
て
も
俳
句
の
中
で
は
恋

も
で
き
る
し
若
々
し
く
在
れ
る
。

○
川
柳　�

年
配
者
が
多
い
せ
い
か
、
老
い
る
、
生
き

る
、
生
き
様
、
平
和
と
戦
争
な
ど
社
会
の
有

様
を
敏
感
に
捉
え
て
い
る
と
思
う
。

テ
ー
マ
に
添
っ
て
起
承
転
結
を
さ
せ
る
手

法
は
年
々
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
人

間
詠
の
深
奥
の
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
掘
り
下

げ
て
描
き
た
い
。

一
席
「
老
い
て
な
お
」
に
つ
い
て

寄
る
年
波
を
客
観
的
に
捉
え
、
抗
う
気
持

ち
を
水
準
の
高
い
表
現
で
詩
っ
て
い
る
。
比

喩
の
出
し
方
が
的
確
。

老
い
て
ゆ
く
我
が
身
を
淡
々
と
、
我
か
く

思
え
り
の
感
で
表
現
し
て
い
る
。
平
明
な
作

風
で
あ
る
作
者
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
強
く

伝
わ
っ
て
く
る
。

懇
談
会
報
告

小
説
部
門

�

運
営
委
員　

伊
福　

満
代

小
説
の
審
査
講
評
並
び
に
懇
話
会
は
、
欠

席
者
が
多
く
、
受
賞
者
は
三
名
だ
け
の
寂
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
渡
邉
委
員
の

「
作
者
の
気
持
ち
が
直
接
聞
け
る
と
い
う
貴

重
な
場
で
あ
る
の
で
、
次
の
作
品
に
繋
が
る

よ
う
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
活
発
な
意
見
が
飛

び
交
っ
た
。
特
に
一
席
『
白
衣
と
敬
礼
』
に

登
場
す
る
山
根
先
生
の
年
齢
に
つ
い
て
、
皆

が
感
じ
て
い
た
「
年
齢
が
あ
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
、
作
者
の
杉

尾
氏
は
、
山
根
氏
が
実
は
戦
時
中
の
爆
弾
に

よ
り
亡
く
な
っ
て
お
り
、
主
人
公
が
定
年

後
に
通
い
始
め
た
老
人
大
学
で
見
た
写
真

は
、
主
人
公
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
山
根
先
生

に
見
え
た
だ
け
で
あ
り
、
本
当
は
別
人
で
あ

る
想
定
で
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
そ
れ
を
曖
昧

に
、
ど
の
よ
う
に
も
と
れ
る
よ
う
含
み
を
持

た
せ
て
表
現
し
て
み
た
と
答
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
友
人
の
結
城
に
山
根
先
生
の
こ
と
を
尋

ね
た
時
、
山
根
先
生
の
存
在
を
否
定
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
憲
兵
か
ら
目
を
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
発
言
を
山
根
先
生
が
し
て
い
た
の

で
、
山
根
先
生
に
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
か
ら
結
城
が
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
た

と
説
明
さ
れ
、
そ
の
点
は
読
み
手
に
は
わ
か

り
に
く
か
っ
た
と
声
が
挙
が
っ
た
。
前
半
、

実
在
し
て
い
た
鉄
工
所
が
設
立
し
た
実
業
学

校
で
学
ぶ
主
人
公
の
訓
練
の
様
子
が
詳
細
に

審
査
講
評
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書
か
れ
て
い
た
だ
け
に
、
終
盤
が
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
的
印
象
に
な
り
、
リ
ア
ル
感
が
損
な
わ

れ
た
よ
う
に
感
じ
て
残
念
だ
、
と
い
う
感
想

が
各
々
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
実

体
験
を
書
い
た
作
品
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ

の
作
品
が
、
実
際
は
資
料
館
で
見
つ
け
た
図

面
か
ら
発
想
を
得
て
書
か
れ
た
と
い
う
事
実

に
、
あ
る
テ
ー
マ
を
元
に
、
過
去
の
記
録
を

調
べ
上
げ
、
想
像
し
な
が
ら
当
時
の
出
来
事

を
詳
細
に
書
き
上
げ
る
そ
の
技
術
と
表
現
力

に
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。

三
席
の
蛯
原
氏
は
、
海
上
に
突
然
赤
ん
坊

の
顔
が
浮
か
ぶ
と
い
う
突
飛
な
ス
ト
ー
リ
ー

に
つ
い
て
、
昨
年
の
授
賞
式
後
に
貰
っ
た
県

内
の
同
人
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
鮒
田
ト

ト
氏
の
作
品
に
発
想
を
得
た
と
語
ら
れ
皆
が

驚
い
た
。
み
や
ざ
き
文
学
賞
入
賞
を
機
に
本

格
的
に
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
り
、
様
々
な

賞
を
受
賞
し
高
い
評
価
を
得
な
が
ら
も
、
病

の
た
め
に
夭
折
し
た
鮒
田
氏
の
作
品
が
、
今

の
若
い
書
き
手
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
、

ま
さ
に
こ
の
み
や
ざ
き
文
学
賞
が
、
次
世
代

に
繋
が
る
書
き
手
を
育
て
る
場
に
な
っ
て
い

る
証
で
あ
ろ
う
。

欠
席
者
の
作
品
も
一
つ
一
つ
、
そ
の
作
品

の
印
象
、
感
じ
た
こ
と
等
を
そ
れ
ぞ
れ
出
し

合
い
、
作
品
を
通
し
て
、
作
品
の
長
所
、
納

得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
具
体
的
に
と
り

あ
げ
、
か
な
り
詳
細
に
深
く
掘
り
下
げ
た
懇

談
会
と
な
っ
た
。

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
参
加
さ
れ
た
受
賞
者

の
次
の
作
品
に
大
い
に
期
待
で
き
る
会
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

随
筆
部
門

�

運
営
委
員　

福
田　
　

稔

今
回
の
随
筆
部
門
の
懇
話
会
で
す
が
、
実

は
、
開
始
時
間
に
な
っ
て
も
入
賞
・
入
選
者

が
四
人
し
か
集
ま
ら
ず
、
例
年
に
な
く
寂
し

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
結

果
的
に
は
学
び
と
感
動
に
溢
れ
た
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
は
、
審
査
員
と
運
営
委
員
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
、
審
査
講
評
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
古
垣
隆
雄
審
査
員
か
ら
、
応
募
作

品
数
が
一
五
一
あ
り
、
六
部
門
で
最
も
多
か

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
全

般
的
な
助
言
と
し
て
、
誰
か
に
読
ま
れ
る
こ

と
を
意
識
し
て
執
筆
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
個
人
的
な
思

い
出
の
羅
列
だ
け
で
は
、
他
人
で
あ
る
読
者

に
共
感
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
随
筆
に
は
真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現

す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点

が
小
説
と
の
決
定
的
な
違
い
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
懇
話
会
で
は
、
こ
の

随
筆
の
特
性
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

山
田
成
美
審
査
員
は
、
多
く
の
作
品
に
宮

崎
の
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
っ
た
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
随
筆
を
書
く
こ

と
は
自
分
史
を
書
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
世
代
（
特
に
働
く
世
代
）
の
人

た
ち
に
作
品
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
。
で
き

れ
ば
応
募
に
繫
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

佳
作
受
賞
者
へ
の
表
彰
式
の
後
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
に
、
応
募
作
品
に
込
め
た
想
い
や

書
く
際
に
注
意
し
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一
席
の
下
野
昌
代
さ
ん
は
、
タ
イ
ト
ル

「
夫
は
帰
っ
て
く
る
」
を
考
え
た
と
き
に
工

夫
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
包
み
隠
さ
ず
書

く
こ
と
を
心
が
け
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
古

垣
審
査
員
か
ら
は
、
そ
れ
が
高
い
評
価
に
至

っ
た
理
由
で
あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

佳
作
の
内
窪
敬
子
さ
ん
（
作
品
「
お
裾
分

け
で
す
」）
は
、
作
品
を
丁
寧
に
審
査
さ
れ

た
こ
と
へ
感
謝
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
随
筆
を

書
き
続
け
た
い
と
執
筆
へ
の
意
欲
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

同
じ
く
佳
作
の
明
利
三
枝
子
さ
ん
は
、
応

募
作
品
「
編
む
と
は
」
の
誕
生
秘
話
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
書
く
き
っ
か
け
は
偶
然
見
た

テ
レ
ビ
番
組
で
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出

来
事
が
広
が
り
、
執
筆
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

準
佳
作
の
恵
利
清
明
さ
ん
は
、
芸
文
協
の

内
藤
泰
夫
・
前
会
長
か
ら
懇
話
会
へ
の
参
加

を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
、
ご
自
身
の
学
び
の

一
部
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回

の
作
品
「
タ
ー
君
の
思
い
出
」
の
執
筆
に
お

い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら

話
題
を
厳
選
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

話
が
尽
き
る
こ
と
な
く
懇
話
会
が
進
み
、

気
づ
く
と
閉
会
時
間
が
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
全
員
が
互
い
に
感
謝
し
合
い
な
が
ら
の

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

詩
部
門

�

運
営
委
員　

後
藤　

光
治

一　
出
席
者

○
審
査
委
員　

杉
谷
昭
人　

谷
元
益
男

○
受
賞
者　

�

千
葉
ま
ほ　

多
田
ゆ
か
理

　

甲
斐
清
子　

と
み
な
が
秀
則

　

長
友
聖
次　

金
谷
美
宙　

小
玉　

隆

　

井
口
壽
則
（
準
佳
作
者
）

　

※
加
澄
ひ
ろ
し
は
欠
席

○
運
営
委
員　

後
藤
光
治　

藤
﨑
正
二

二　
会
次
第

⑴
審
査
委
員
・
運
営
委
員
紹
介

⑵
佳
作
者
表
彰

⑶
審
査
講
評　

⑷
懇
談
会　

⑸
閉
会

三　
審
査
講
評
の
概
要

谷
元
委
員
、
杉
谷
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な

指
摘
が
あ
っ
た
。

①�

書
き
す
ぎ
る
と
説
明
に
な
っ
て
、
想
像

の
余
地
が
な
く
な
る
。

②�

展
開
が
分
か
る
と
面
白
味
が
な
い
。
分

か
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
て
も
良
い
。

③�

情
景
だ
け
を
書
い
て
も
詩
に
は
な
ら
な

い
。

次
に
、
杉
谷
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
指
摘

が
あ
っ
た
。

①�

「
私
」
か
ら
「
社
会
」
の
詩
へ
の
転
換

が
必
要
。

②�

「
荒
地
」
の
台
頭
に
よ
り
「
現
代
詩
」

は
難
し
い
と
い
う
臆
見
が
定
着
し
た
。

わ
か
り
や
す
い
詩
で
も
良
い
が
、
新
鮮

さ
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
必
要
で
あ
る
。

四　
懇
談
会
の
概
要

最
初
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
自
身
の
詩
に

か
け
る
思
い
等
を
、
一
名
ず
つ
述
べ
た
。
次

に
、
出
席
者
の
詩
に
つ
い
て
合
評
し
た
。
以

下
は
そ
の
概
要
。

①
ぶ
ど
う
の
実
（
千
葉
ま
ほ
）

�　

タ
イ
ト
ル
が
良
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
も
あ

る
が
構
成
が
だ
ぶ
つ
い
た
り
、
不
要
な
説

明
の
箇
所
が
多
い
。

②
寄
港
地
（
多
田
ゆ
か
理
）

�　

イ
メ
ー
ジ
で
読
ま
せ
る
独
特
の
文
体
。

読
み
違
え
を
さ
せ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ

れ
も
良
い
。
行
の
区
切
り
の
規
則
性
に
は

一
考
を
要
す
る
。

③
終
い
の
着
物
（
甲
斐
清
子
）

�　
「
か
お
り
」
ま
で
漂
う
リ
ア
リ
テ
ィ
が

あ
り
、
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る
。
不
用
意

な
言
葉
も
目
立
つ
。

④
湖
水
の
花
（
と
み
な
が
秀
則
）

�　

詩
の
摑
み
は
抜
き
ん
で
て
い
る
。
鋭
さ

も
あ
る
が
、
一
連
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
後
ま

で
繫
が
ら
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

⑤
傷
心
（
長
友
聖
次
）

�　
「
ま
ぶ
た
」
の
捉
え
方
が
良
い
。「
傷

心
」
に
ま
で
つ
な
げ
た
所
は
良
か
っ
た
が
、

第
三
連
、
最
終
連
を
も
っ
と
丁
寧
に
。
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⑥
烏
（
金
谷
美
宙
）

�　
「
醜
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
を
逆
手
に
取
っ

た
、
思
想
性
の
高
い
詩
。
よ
く
書
け
て
い

る
。「
あ
あ
」
の
詠
嘆
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

⑦
花
火
は
死
ん
で
（
小
玉
隆
）

�　

イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
で
、
比
喩
も
効
い
て

い
る
。
リ
ズ
ム
が
不
自
然
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
技
巧
で
あ
る
と
し
た
ら
、
相
当
の
書

き
手
で
あ
る
。

短
歌
部
門

�

運
営
委
員　

杉
田　

一
成

１　

参
加
者

審
査
委
員　

伊
藤
一
彦

運
営
委
員　

杉
田
一
成　

堀
越
照
代

２　

受
賞
者

一
席　

片
山
佳
代
子　
　

二
席　

喜
田
久
美
子　

三
席　

早
日
早
貴

佳
作　

稲
用
博
美　
　

甲
斐
一
成

　
　
　

土
井　

健　
　

田
中
成
尚

　
　
　

欠
席
者　

今
村
文
香

準
佳
作　

田
爪
節
子　

佐
藤
さ
ふ
ら
ん

　
　
　
　

落
合
由
美
子

３　

佳
作
者
の
表
彰

�　

滞
り
な
く
伊
藤
審
査
員
か
ら
各
入
選
者

に
賞
状
が
渡
さ
れ
た
。

４　

審
査
講
評
と
懇
談
会

�　

伊
藤
審
査
員
の
進
行
に
よ
っ
て
進
行
。

�　

一
席
の
人
か
ら
自
分
の
作
品
を
読
み
、

作
歌
に
あ
た
っ
て
工
夫
し
た
点
な
ど
を
発

表
。
二
席
の
人
が
一
席
の
作
品
に
つ
い
て

感
想
を
述
べ
る
。

�　

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
自
由
に
意
見
を

述
べ
る
と
い
う
形
で
進
ん
だ
。

　

主
な
意
見
を
集
約
す
る
と
、

�　

一
席　

桜
の
季
節
を
詠
ん
だ
秀
作
。
五

首
目
の
鍵
に
つ
い
て
結
句
の
「
春
な
り
」

が
効
い
て
い
る
。
大
事
な
鍵
と
の
意
見
。

「
ひ
ら
が
な
で
よ
ぶ
こ
ゑ
」
は
幼
い
頃
を

工
夫
し
た
表
現
。
作
者
は
旧
か
な
遣
い
に

し
た
と
の
こ
と
。

�　

二
席　

五
首
目
の
「
遺
さ
れ
し
」
で
お

母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
表
現
。
五

首
連
作
と
し
て
は
生
前
の
こ
と
を
の
み
表

現
し
た
方
が
い
い
の
で
は
と
の
講
評
だ
っ

た
。

�　

三
席　

作
者
に
よ
れ
ば
、
母
へ
の
お
礼

の
つ
も
り
で
作
っ
た
そ
う
だ
。
五
首
目
の

結
句
、「
平
日
の
海
」
が
良
い
と
の
評
価
。

気
に
な
っ
た
の
は
一
首
目
の
韻
律
。
韻
は

言
葉
の
響
き
、
律
は
リ
ズ
ム
。「
リ
ズ
ム

も
て
」
が
適
切
と
の
講
評
。

　

佳
作

�　

お
っ
ぱ
い
く
ん
：
五
首
目
の
空
色
の
ブ

ラ
が
し
め
く
く
り
と
し
て
い
い
。
効
果
的

と
の
講
評
。

�　

風
の
色
：
風
を
四
季
で
色
ど
っ
て
い
る
。

一
首
目
の
出
だ
し
「
と
も
す
れ
ば
」
は
効

果
的
だ
と
の
講
評
。
歌
の
調
べ
が
い
い
と

の
意
見
。

�　

明
日
は
は
れ
ま
す
よ
う
に
：
水
滴
ラ
ン

キ
ン
グ
二
位
は
蜘
蛛
の
巣
の
雨
粒
。
一
位

は
作
者
に
よ
れ
ば
虹
を
つ
く
る
水
玉
と
の

こ
と
。
雨
が
好
き
で
こ
の
連
作
と
な
っ
た

と
の
こ
と
。

�　

盆
帰
り
：
三
首
目
の
「
供
え
り
」
は
、

助
動
詞
り
の
接
続
が
誤
り
。「
供
え
ぬ
」

が
正
し
い
と
の
講
評
。
五
首
目
は
一
抹
の

寂
し
さ
と
安
ど
感
が
あ
る
と
の
意
見
。

�　

８
年
後
：
作
者
に
よ
れ
ば
、
び
わ
の
種

を
お
子
さ
ん
が
植
え
た
と
の
こ
と
。
表
現

は
「
ま
な
ざ
し
を
乗
せ
」「
優
し
く
降
り

る
」
の
擬
人
法
が
よ
い
と
の
講
評
。
数
字

は
漢
字
表
記
か
算
用
数
字
か
と
の
指
摘
も

あ
っ
た
。
ま
な
ざ
し
の
ひ
ら
が
な
標
記
も

い
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

�　

そ
の
ほ
か
、
準
佳
作
者
の
講
評
も
あ
っ

た
。

�　

以
上
は
懇
談
会
の
一
部
で
あ
る
。
内
容

の
充
実
し
た
懇
談
会
だ
っ
た
。

俳
句
部
門

�

運
営
委
員　

池
袋　
　

寛

参
加
者

審
査
委
員
（
田
上
・
服
部
）

運
営
委
員
（
川
口
・
池
袋
）

受
賞
者�（
佳
作
も
含
め
全
員
出
席
）八
名

準
佳
作
者�

（
黒
木
、
森
下
、
金
子
、
高
草
、

渡
邉
、
山
元
）

そ
の
他　
（
佐
藤
、
小
泉
）

�

以
上
二
十
名

進
行

　

１
，
開
会
挨
拶　

司
会
進
行
（
川
口
）

　

２
，�

佳
作
受
賞
者
表
彰
（
服
部
→
上
山
他

五
名
）

　

３
，
参
加
者
自
己
紹
介

　

４
，
審
査
講
評

　
　
　

�

準
佳
作
者
も
含
め
参
加
者
全
員
の
作

品
の
講
評
（
三
席
ま
で
は
二
名
の
審

査
員
か
ら
、
他
は
ど
ち
ら
か
一
名
の

み
で
講
評
）

　
　
　

�

作
者
に
よ
る
作
句
意
図
、
他
の
参
加

者
の
感
想
等

　

５
，
懇
談
会

　
　

・�

連
作
で
作
る
意
味
。（
テ
ー
マ
を
ど

う
決
め
る
か
、
句
の
並
べ
方
、
作
品

の
揃
え
方
、
タ
イ
ト
ル
の
決
め
方
な

ど
。）

　
　

・�

新
し
い
俳
句
へ
の
挑
戦
（
型
に
は
ま

ら
な
い
自
分
の
俳
句
を
ど
う
作
る

か
。）

　

６
，
閉
会

　
　

・�
県
俳
句
協
会
か
ら
の
案
内
（
俳
句
人

口
増
加
へ
の
取
り
組
み
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳

句
「
よ
み
旅
」）

　

感
想�　

多
く
の
同
好
の
仲
間
、
受
賞
者
の

友
人
等
の
参
加
も
あ
り
、
直
ぐ
に
和

や
か
に
会
を
進
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
俳
句
へ
の

日
頃
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
の
俳
句
活

性
化
に
生
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

川
柳
部
門

�

　

運
営
委
員　

司
会　

大
田
ち
か
よ
し

�

記
録　

伊
福　

保
徳　

昨
年
同
様
、
審
査
委
員
と
運
営
委
員
の
自

己
紹
介
と
挨
拶
で
審
査
講
評
と
懇
談
会
を
始

め
た
。

初
め
に
、
荒
砂
委
員
の
持
論
で
も
あ
る
、

眼
前
即
刻
の
写
生
を
避
け
、「
我
は
か
く
思

え
り
」
の
詩
を
探
求
し
て
も
ら
い
た
い
の
一

言
。
𠮷
井
委
員
か
ら
は
、「
人
間
風
詠
を
一

幅
の
絵
に
」
と
力
説
、
言
葉
遊
び
的
な
発
想

は
避
け
、
人
間
の
心
の
機
微
を
詠
い
一
句
の

ド
ラ
マ
が
、
一
幅
の
絵
に
な
る
よ
う
な
創
作

を
と
の
願
望
が
語
ら
れ
た
。

一
席
は
荒
砂
委
員
、
二
席
は
吉
井
委
員
と

交
互
に
作
品
五
句
を
講
評
、
受
賞
者
は
自
己

紹
介
と
、
自
作
五
句
の
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
抱
負
も
ひ
と
言
お
願
い
し
た
。

一
席
、「
老
い
て
な
お
」。
昨
年
は
作
品

名
「
林
住
期
」
で
二
席
を
受
賞
。
そ
の
続
編

と
も
言
え
る
「
老
い
て
な
お
」
連
作
の
一
〇

句
が
出
来
上
が
っ
た
。
何
の
衒
ら
い
も
な
く
、

歩
い
て
来
た
老
い
の
人
生
を
詠
い
、
ま
だ
衰

え
た
く
な
い
好
奇
心
で
結
び
秀
句
へ
と
昇
華

さ
せ
て
い
る
。

二
席
、「
２
０
２
４　

夏　

思
い
」。
前
句

の
二
句
で
私
の
悲
し
み
と
後
悔
を
語
り
、
結

句
は
連
作
の
ま
と
め
と
し
て
、
脇
役
は
こ
の

世
界
一
人
も
居
な
い
と
言
い
切
り
、
主
役
は

一
人
一
人
で
あ
る
と
主
張
。
哲
学
性
を
感
じ

る
。三

席
「
道
」。
起
承
転
結
に
己
の
生
き
て

来
た
道
と
、
こ
れ
か
ら
歩
い
て
行
く
道
を
連

句
に
良
く
ま
と
め
て
い
る
。
雑
音
の
無
い
こ

の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
違
い
な
く
行
く
決
意
を

結
句
に
誓
っ
て
い
る
。
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佳
作
の
「
漂
流
す
る
方
舟
」
は
、
今
あ
る

地
球
の
数
々
の
危
機
を
詠
い
、
方
舟
さ
え
も

漂
流
す
る
と
警
告
す
る
。
下
句
「
い
ま
だ
漂

流
」
に
瑕
疵
が
あ
る
と
講
評
さ
れ
る
と
、
作

者
も
こ
の
「
い
ま
だ
漂
流
」
に
悩
ん
だ
事
を

告
白
、
下
句
の
難
点
を
認
め
た
。

「
星
空
の
ロ
マ
ン
」
は
、
女
性
作
家
の
星

空
に
思
い
を
馳
せ
る
甘
い
愛
の
詩
で
あ
る
。

可
も
な
く
不
可
も
な
く
星
空
を
材
に
し
て
い

る
。
三
句
目
の
「
星
の
数
い
れ
ど
あ
な
た
は

一
人
だ
け
」
の
「
い
れ
ど
」
と
「
あ
れ
ど
」

の
推
敲
の
必
要
性
を
問
う
作
者
に
、
審
査
員
、

会
場
の
誰
れ
に
も
答
は
な
か
っ
た
。

準
佳
作
で
、
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
た
の
は

三
名
。
受
賞
者
と
の
差
別
な
く
作
品
五
句
、

講
評
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
総
合
力
不
足
。
秀
句
一
句
で

は
な
く
連
作
五
句
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
ひ
と
言
。

残
念
と
言
え
ば
、
受
賞
者
三
名
（
一
人
俳

句
受
賞
者
）
の
懇
親
会
欠
席
だ
っ
た
。
勉
強

会
で
も
あ
る
こ
の
懇
親
会
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
た
。

令
和
六
年
度
の

県
民
芸
術
祭
の
採
択
状
況
等

県
民
芸
術
祭
助
成
事
業
は
、
県
内
の
文
化

団
体
が
日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
県
民
の
文
化
創
造
や
文
化
意
識
の

高
揚
と
本
県
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
次

の
六
団
体
の
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。

①�

宮
崎
市
合
唱
協
会
創
立
三
〇
周
年
記
念
演

奏
会
（
宮
崎
市
合
唱
協
会
）

②�

第
五
〇
回
記
念
宮
崎
市
民
俳
句
大
会
（
宮

崎
市
芸
術
文
化
連
盟
）

③�

女
声
コ
ー
ラ
ス　

コ
ー
ル
・
ベ
ル
二
〇
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
女
声
コ
ー
ラ
ス　

コ
ー
ル
・
ベ
ル
）

④�

宮
崎
市
民
吹
奏
楽
団
創
立
五
〇
周
年
記
念

　

第
四
八
回
定
期
演
奏
会
（
宮
崎
市
民
吹

奏
楽
団
）

⑤�

延
岡
日
本
舞
踊
協
会
創
立
六
〇
周
年
記
念

公
演
（
延
岡
日
本
舞
踊
協
会
）

⑥�

山
門
流
奎
州
瓠
の
会
創
立
四
〇
周
年
記
念

公
演
（
日
舞
山
門
流
奎
州
瓠
の
会
）

公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会

第
三
四
回（
令
和
六
年
度
）芸
術
文
化
賞

公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
で

は
、
加
盟
団
体
ま
た
は
こ
れ
に
所
属
す
る
会

員
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
個
人
ま
た
は
団

体
で
、
本
県
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
し

た
者
、
将
来
に
向
け
た
飛
躍
が
期
待
で
き
る

者
に
芸
術
文
化
賞
・
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
授

賞
し
、
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

【
芸
術
文
化
賞
】

　
西
岡　
南
風

�

（
宮
崎
県
現
代
川
柳
協
会
推
薦
）

�　

平
成
二
〇
年
に
宮
崎
番
傘
川
柳
会
会
長
、

平
成
二
七
年
に
宮
崎
県
現
代
川
柳
協
会
会

長
に
就
任
。
ま
た
、「
国
民
文
化
祭
二
〇

二
〇
み
や
ざ
き
」
で
は
「
川
柳
の
祭
典
」

の
実
行
委
員
長
を
務
め
た
。
さ
ら
に
県
内

各
地
の
川
柳
吟
社
を
ま
と
め
、
宮
崎
県
現

代
川
柳
協
会
を
設
立
し
た
功
労
者
で
も
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、「
川
柳
み
や
ざ
き
」
の

編
集
人
、「
み
や
ざ
き
文
学
賞
」
の
審
査

委
員
を
務
め
る
な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
本

県
の
川
柳
の
普
及
・
指
導
に
努
め
、
そ
の

質
の
向
上
に
尽
力
し
た
。

　
長
友　
巖
（
宮
崎
県
俳
句
協
会
推
薦
）

�　

昭
和
四
一
年
の
宮
崎
県
俳
句
協
会
の
設

立
に
尽
力
し
、
そ
の
副
会
長
、
会
長
を
務

め
た
ほ
か
、「
み
や
ざ
き
の
俳
句
協
会
創

立
五
〇
周
年
記
念
誌
」
な
ど
の
編
集
・
発

行
に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
平
成
二
五
年

以
降
、
俳
句
集
団
「
錆
俳
句
会
」
の
代
表
、

俳
句
誌
「
錆
」
編
集
人
と
し
て
俳
句
作
家

の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
令
和
四
年
、

小
島
静
螂
の
業
績
を
ま
と
め
た
「
小
島
静

螂
全
句
集
成
と
俳
句
人
生
」
を
刊
行
す
る

な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
本
県
の
俳
句
文
芸

の
普
及
と
発
展
に
尽
力
し
た
。

※
今
年
度
の
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
授
賞
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

芸
術
文
化
賞
を
受
賞
し
て

宮
崎
番
傘
川
柳
会　

西
岡　

洋
三
（
南
風
）

私
ど
も
「
宮

崎
番
傘
川
柳

会
」
は
、
初
代

会
長
本
田
南
柳

さ
ん
が
「
川
柳

は
文
芸
の
一
つ

の
形
態
で
あ
り
、

駄
洒
落
や
落
ち

の
芸
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。」

と
位
置
づ
け
、
長
い
間
、
宮
崎
の
現
代
川
柳

を
リ
ー
ド
し
、
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

私
の
雅
号
で
あ
る
「
南
風
」
の
「
南
」
は
、

「
南
柳
さ
ん
」
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
。
先

輩
た
ち
の
風
を
忘
れ
ず
に
、
間
瀬
田
紋
章
さ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
柳
友
と
共
に
学
び
続
け

て
き
ま
し
た
。
今
改
め
て
そ
の
日
々
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
私
ひ
と
り
で
は
到
底
続
け

ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
柳
会
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
紋

章
さ
ん
を
中
心
に
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

今
回
、
栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
心
映
え
す
る
日
々

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

新
年
の
鐘
の
音
ひ
び
く
み
な
み
か
ぜ

芸
術
文
化
賞
受
賞
に
思
う

宮
崎
県
俳
句
協
会
顧
問　

長
友　
　

巖

卒
寿
を
迎
え

た
昨
年
、
は
か

ら
ず
も
第
三
四

回
芸
術
文
化
賞

を
頂
き
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
が
俳
句
を

始
め
た
の
は
中
学
生
の
頃
。
戦
後
の
混
乱
期

な
が
ら
、
疲
弊
し
た
暮
ら
し
の
中
に
芸
術
文

化
活
動
を
取
り
戻
そ
う
と
皆
が
懸
命
に
取
り

組
ん
だ
時
代
で
し
た
。

幸
い
私
た
ち
の
町
に
は
優
れ
た
俳
句
指
導

者
が
お
ら
れ
初
め
て
句
会
に
参
加
、
高
校
で

は
文
芸
部
に
。
日
々
の
暮
ら
し
は
大
変
な
が

ら
、
充
実
し
た
青
少
年
期
を
送
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
七
〇
余
年
、
ほ
ぼ
ず
っ
と
「
俳
句

が
人
生
の
友
」
で
す
。

私
の
青
年
期
は
宮
崎
県
俳
句
協
会
設
立
に

関
わ
り
、
年
を
重
ね
て
か
ら
は
、
生
活
の
大

部
分
を
自
身
の
研
鑽
の
た
め
、
俳
句
団
体
進

展
の
た
め
、
協
会
運
営
や
錆
俳
句
会
等
の
活

動
に
邁
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
齢
的
に
や
れ
る
こ
と
は
限
り

あ
る
こ
と
。
も
う
十
分
に
や
っ
て
き
た
と
の

自
負
の
一
方
、
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
自
分

が
い
る
感
覚
も
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間

な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
感
に
支
え
ら
れ
て
、
今
少

し
頑
張
れ
れ
ば
と
心
し
て
い
ま
す
。
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宮
崎
県
吹
奏
楽
連
盟
の
活
動
状
況

理
事
長　

櫻
井　

和
也

宮
崎
県
吹
奏

楽
連
盟
は
、
吹

奏
楽
及
び
管
・

打
楽
器
に
よ
る

音
楽
の
普
及
・

向
上
と
芸
術
文

化
の
発
展
に
寄

与
し
、
加
盟
団

体
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
活
動
状
況
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
特
徴
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
夏　
【
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
小
学
生
バ

ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ス
テ
ー
ジ
部
門
）】

七
月　

於
：
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル　

小

学
生
二
団
体
、
中
学
生
七
六
団
体
、
高
等
学

校
三
二
団
体
、
大
学
二
団
体
、
職
場
･
一
般

五
団
体
、
計
一
七
七
団
体
が
五
日
間
に
わ
た

っ
て
音
楽
の
表
現
力
と
演
奏
技

術
を
披
露
す
る
連
盟
最
大
の
コ

ン
テ
ス
ト
。

★
秋　
【
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
・
小
学
生
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
フ
ロ
ア
部
門
）】

九
月　

於
：
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー　

演
奏
し
な
が

ら
集
団
演
技
で
魅
せ
る
吹
奏
楽

な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
小

学
生
は
自
由
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
音
楽
を
魅
力
的
に
表
現
し

ま
す
。

★
初
冬　
【
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
】

一
二
月　

於
：
新
富
町
文
化
会
館　

三
人

～
八
人
と
い
う
小
編
成
で
、
音
楽
表
現
と
演

奏
技
術
を
高
め
る
た
め
の
合
奏
の
基
礎
を
学

ぶ
た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
一
一
九
チ
ー
ム
が

出
演
。

★
冬　
【
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ルW

inter 
Cup

】
一
月　

於
：
小
林
市
文
化
会
館　

中
・
高

校
生
そ
れ
ぞ
れ
一
･
二
年
生
だ
け
の
新
チ
ー

ム
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
で
演
奏

を
披
露
す
る
機
会
が
激
減
し
た
際
に
子
供
た

ち
に
発
表
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
始
め
た
事
業

で
今
年
度
が
三
回
目
。

★
春　

�【
吹
奏
楽
ド
リ
ー
ム
】

三
月　

於
：
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル　

県

内
六
支
部
の
選
抜
バ
ン
ド
や
合
同
バ
ン
ド
が

単
独
で
は
味
わ
え
な
く
な
っ
た
大
編
成
の
豊

か
な
響
き
を
楽
し
み
な
が
ら
発
表
す
る
音
楽

祭
。
高
校
生
は
選
抜
バ
ン
ド
で
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
な
が
ら
一
年
か
け
て
大
曲
を
披
露
。
社

会
人
も
祝
祭
バ
ン
ド
を
組
ん
で
大
人
の
演
奏

を
披
露
。
吹
奏
楽
愛
好
者
が
一
堂
に
会
し
、

た
っ
ぷ
り
吹
奏
楽
の
魅
力
を
味
わ
う
日
に
な

り
ま
す
。

他
に
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
ど
の
事
業
も
毎
回

多
数
の
団
体
が
参
加
す
る
の
で
運
営
に
も
た

く
さ
ん
の
人
数
が
必
要
で
す
が
、
仕
事
や
年

齢
の
垣
根
を
越
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
音
楽
協
会
の
活
動
状
況

会
長　

島
津　

陽
亮

本
協
会
は
、

県
内
の
音
楽
学

習
者
の
学
習
意

欲
の
高
揚
を
促

し
音
楽
教
育
の

向
上
・
発
展
に

寄
与
す
る
事
を

目
的
と
し
て
、

昭
和
二
五
年
に
設
立
さ
れ
昭
和
四
四
年
か
ら

公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
に
加

入
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
毎
年
七
～
八
月
に

か
け
て
「
宮
崎
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
コ
ン

ク
ー
ル
は
昭
和
四
二
年
、「
宮
崎
ピ
ア
ノ
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

ま
だ
一
般
家
庭
の
ピ
ア
ノ
学
習
者
は
少
な
い

頃
で
し
た
が
、
昭
和
五
三
年
に
は
名
称
を

「
宮
崎
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
変
え
、
出

場
者
の
皆
様
の
熱
意
に
よ
り
県
内
を
代
表
す

る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
定
着
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
よ
り
新
た
に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
を
創
設
し
、「
宮
崎
ピ
ア

ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
し
て

今
日
に
至
り
ま
す
。

当
コ
ン
ク
ー
ル
の
特
長
と
し
て
は
、
幼
児

か
ら
大
学
・
一
般
の
学
習
者
、
ま
た
大
人
の

ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
ま
で
様
々
な
年
代
の
出
場

者
を
募
り
、
課
題
曲
に
は
主
に
楽
器
演
奏
の

基
礎
と
な
る
練
習
曲
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
出

題
し
、
ピ
ア
ノ
部
門
の
高
校
生
以
上
と
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
部
門
の
大
学
生
以
上
に
つ
い
て
は

自
由
曲
で
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
部

門
の
優
秀
演
奏
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
、
出

場
者
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度
に
迎
え
た
第
四
六
回
に
は
ピ

ア
ノ
部
門
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
合
わ
せ
て

一
〇
〇
名
以
上
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日

頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年

度
の
最
優
秀
賞
受
賞
者
に
よ
る
特
別
招
待
演

奏
は
、
毎
年
当
コ
ン
ク
ー
ル
の
終
盤
を
盛
り

上
げ
、
出
場
者
の
良
い
学
習
の
機
会
で
あ
る

と
同
時
に
来
場
の
皆
様
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○�

令
和
七
年
度
「
第
四
七
回
宮
崎
ピ
ア
ノ
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

ピ
ア
ノ
部
門

　

予
選
：
八
月
一
日
（
金
）

　

本
選
：�

八
月
二
一
日
（
木
）（
い
ず
れ

も
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ　

オ
ル
ブ

ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門

　

予
選
：�

七
月
六
日
（
日
）（
西
村
楽
器

大
淀
店
）

　

本
選
：�

七
月
三
一
日
（
木
）（
宮
崎
市

民
プ
ラ
ザ　

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト

ホ
ー
ル
）

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

第
三
〇
回

 

宮
崎
国
際
音
楽
祭
の
概
要

今
回
で
第
三
〇
回
を
迎
え
る
宮
崎
国
際
音

楽
祭
は
、
四
月
二
〇
日
か
ら
五
月
一
八
日
ま

で
の
二
九
日
間
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
県
立

会

員

だ

よ

り

吹奏楽ドリーム　高校選抜バンド＋社会人バンド

小学生バンドフェスティバル（フロア部門）
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芸
術
劇
場
に
お
い
て
、
三
浦
文
彰
氏
を
音
楽

監
督
に
迎
え
、
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け
と
な

る
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
御
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

○
期
間　

�

令
和
七
年
四
月
二
〇
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

～
五
月
一
八
日
（
日
）

○
会
場　

�

メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
（
県
立
芸
術
劇
場
）
ほ
か

○
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

演�

奏
会
〔
１
〕
三
浦
文
彰
×
辻
井
伸
行
Ⅰ

「
新
し
い
地
平
へ
」
～
最
強
の
二
人
と
仲

間
た
ち

日
時
：�

五
月
三
日（
土
・
祝
）一
五
時
開
演

演�

奏
会
〔
２
〕
三
浦
文
彰
×
辻
井
伸
行
Ⅱ

「
空
か
ら
降
る
音
色
」
～
奇
蹟
の
デ
ュ

オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
：�

五
月
四
日（
日
・
祝
）一
五
時
開
演

演�

奏
会
〔
３
〕
宮
崎
国
際
音
楽
祭
×
東
京
藝

術
大
学
『
四
季
』
～
Ａ
Ｉ
に
よ
る
音
楽
と

映
像
の
共
演

日
時
：�

五
月
一
〇
日
（
土
）
一
七
時
開
演

演�

奏
会
〔
４
〕
ピ
ア
ニ
ス
ト　
チ
ョ
ン
・
ミ

ョ
ン
フ
ン
「
自
ら
の
内
な
る
音
を
聴
く
」

～
究
極
の
室
内
楽
へ
の
旅

日
時
：�

五
月
一
五
日
（
木
）
一
九
時
開
演

演�

奏
会
〔
５
〕
マ
エ
ス
ト
ロ　
チ
ョ
ン
・
ミ

ョ
ン
フ
ン
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
殿
堂
」
～
協

奏
曲
と
交
響
曲
の
大
伽
藍

日
時
：�

五
月
一
七
日
（
土
）
一
五
時
開
演

三�

〇
周
年
記
念
演
奏
会
「
苦
悩
を
突
き
抜
け

歓
喜
に
い
た
れ
」
～
三
〇
年
を
音
祝
ぐ

日
時
：�

五
月
一
八
日
（
日
）
一
五
時
開
演

ス�

ト
リ
ー
ト
演
奏
会
「
完
熟
☆
金
管
五
重
奏

団
」

日
時
：
四
月
二
〇
日
（
日
）
時
間
未
定

会
場
：�

宮
崎
県
庁
五
号
館
前
広
場
（
雨
天

時
は
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
）

シ�

リ
ー
ズ
「O

h! M
y! 

ク
ラ
シ
ッ
ク
」「
夢

は
見
る
も
の
で
は
な
く
か
な
え
る
も
の
」～

澤
穂
希
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
と
音
楽
～

日
時
：�

四
月
二
七
日
（
日
）
一
五
時
開
演

三�

浦
文
彰
が
解
き
明
か
す
「
室
内
楽
の
秘

密
」

日
時
：�

四
月
二
九
日
（
火
・
祝
）
一
五
時

開
演

サ�

テ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

in
え
び
の

「N
ADESH

IK
O

弦
楽
八
重
奏
団
」

日
時
：
五
月
二
日
（
金
）
一
九
時
開
演

会
場
：
え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

気�

軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
「
５
０
０
円
コ
ン
サ
ー

ト
の
日
」

日
時
：
五
月
六
日
（
火
・
振
）

シ�

リ
ー
ズ
「
ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

in 

み
や
ざ
き
」〝
ひ
こ
う
き
雲
〟〝
時
代
〟

か
ら
半
世
紀
～
二
人
が
開
い
た
Ｊ
ポ
ッ
プ

の
華
麗
な
世
界

日
時
：�
五
月
一
一
日
（
日
）
一
五
時
開
演

○
お
問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
国
際
音
楽
祭
事
務
局

（
公
益
財
団
法
人
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
）

電
話　

０
９
８
５
（
28
）
３
２
０
８

○�

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
（
一
般
発
売
三
月
一

日
～
（
一
部
公
演
を
除
く
。））
�

メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ケ

ッ
ト
セ
ン
タ
ー

電
話　

０
９
８
５
（
28
）
７
７
６
６

ほ
か
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

令
和
六
年
度

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き

の
活
動
を
振
り
返
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

山
森　

達
也

二
一
〇
〇
年
の
日
本
は
、
人
口
が
六
三
〇

〇
万
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
の
割
合
が
四
〇

%
と
い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
（
二
〇
二
四
年

人
口
戦
略
会
議
よ
り
）。
そ
の
頃
の
宮
崎
県

は
、
人
口
が
四
〇
万
人
を
切
り
、
そ
の
半

分
以
上
が
高
齢
者
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

（
二
〇
二
二
年
宮
崎
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
）。

二
一
〇
〇
年
と
い
う
と
ま
だ
先
に
見
え
ま
す

が
、
七
五
年
後
の
未
来
で
す
。
こ
れ
を
書
い

て
い
る
私
も
、
読
ま
れ
て
い
る
皆
様
も
た
ぶ

ん
だ
れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
未
来
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
年
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
が
確
実
に
見
る
で
あ
ろ
う
未
来
で
も
あ

り
ま
す
。

今
年
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
は

六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
国
文

祭
・
芸
文
祭
を
経
験
し
、
宮
崎
県
文
化
振
興

条
例
が
制
定
さ
れ
、
昨
年
度
に
は
み
や
ざ
き

文
化
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
に
は
こ
れ
ま
で
に

一
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

二
〇
〇
件
以
上
の
助
成
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
は
二
一
〇
〇
年
ま
で

続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

文
化
芸
術
と
は
個
人
の
所
有
物
で
は
な
く
、

過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

く
人
類
の
遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
は
人

の
命
よ
り
も
永
く
、
誰
か
が
受
け
継
い
で
き

た
も
の
を
未
来
に
渡
し
て
い
く
行
為
そ
の
も

の
で
す
。
目
の
前
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
先
に
あ
る
未
来
の
た
め
に
、
二
一
〇
〇

年
に
宮
崎
の
文
化
は
生
き
残
っ
て
い
る
の
か
、

二
一
〇
〇
年
に
宮
崎
は
文
化
で
生
き
残
れ
る

の
か
を
テ
ー
マ
に
今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

「
す
べ
て
の
植
物
に
は
名
前
が
あ
る
」
と

言
っ
た
の
は
植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
氏
だ
と

か
。だ

が
、
最は

じ
め初
に
名
前
あ
り
き
で
は
な
い
。

植
物
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
モ
ノ
に
名
前
が
無

か
っ
た
ら
、
世
の
中
不
便
な
こ
と
極
ま
り
な

い
。だ

か
ら
後
に
人
が
命
名
し
た
の
で
す
。

特
に
人
名
は
単
な
る
記
号
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
を
識
別
す
る
象
徴
で
す
。
権
利
も

義
務
も
有
す
る
姓
名
は
、
人
格
が
保
障
さ
れ

る
か
否
か
の
、
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。近

年
、
女
性
の
自
立
・
労
働
参
加
、
ま
た

多
用
な
生
き
方
と
、
成
熟
し
た
社
会
は
既
成

概
念
だ
け
で
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

姓
名
に
よ
っ
て
差
別
や
不
利
益
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

名
前
は
時
代
を
反
映
し
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ

ネ
ー
ム
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
の
「
名
」
も
大

切
で
す
が
、
今
、「
姓
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
思
い
を
廻
ら
せ
て
い
ま
す
。

�

（
宮
崎　

良
子
）
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